
研研究究要要旨旨  

AA．．研研究究目目的的  

一体的実施事業推進においては、KDB データ

等を活用して地域の高齢者の全体像を把握し

て必要な人に必要なサービスが行き届くよう

に計画を立てること、そして、事業評価を行い

地域にあったより効果的・効率的な方法へ発展

させるといった PDCA サイクルを回すことが重

要である。本研究では、取組効果の可視化と事

業評価に向け、愛知広域連合と神奈川広域連合

の R2 年度、R3 年度の国保データベース（KDB）

データ（質問票、健診、医療、介護）を使用し

て、重症化予防事業の糖尿病の受診勧奨対象者

特徴を明らかとすることを目的とした。 

BB．．研研究究方方法法  

〈分析データ〉愛知、神奈川の後期高齢者広域

連合保険者全体の R2 年度、R3 年度 KDB データ 

〈分析内容〉 

分分析析 11:: R2～R3 年の両年度データがあるケース

から、R2 年度データにおいて、KDB ツール抽出

基準による一体的実施事業の対象者のうち、重

症化予防事業の糖尿病受診勧奨対象となった

者（HbA1c≧8.0%、かつ糖尿病の薬剤処方なし）

と、それ以外の者（非対象者）を比較した。 

分分析析 22：R2～R3 年の両年度データがあるケース

から、糖尿病者（HbA1c≧6.5%、または、糖尿病

の薬剤処方あり）を抽出し、‘HbA1c＜8.0%、ま

たは糖尿病の薬剤処方あり’である非対象者と、

‘HbA1c≧8.0%、かつ糖尿病の薬剤処方なし’で

ある、受診勧奨対象者の比較を行った。さらに、

翌年の糖尿病薬処方有無での比較も行った。 

（分析 2 では、KDB 入力の少なかった自治体を除外して分析した） 

※分析１と分析２は非対象者の定義が異なるため 

留意を要する 

「高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施」（以下、一体的実施）では、健診データ、後期

高齢者の質問票（以下、質問票）やレセプト（医療・介護）情報から、低栄養、フレイル、重

症化予防等の対象者を抽出・選定し、事業評価まで行い、さらに事業を発展させる PDCA サイク

ルに基づいた事業展開が求められている。 

本分担研究では、取組効果の可視化と事業検証に向け、愛知広域連合と神奈川広域連合の R2

年度、R3 年度の国保データベース（KDB）データ（質問票、健診、医療、介護）を使用して、

重症化予防事業の糖尿病の受診勧奨対象者特徴を明らかとした。分析の結果、受診勧奨対象者

は非対象者（他分野の一体的事業対象者）よりも主観的健康感等の問診項目が良好な者の割合

が高く認められた。翌年の健診結果における特徴の変化は認められず、今後の経年変化を検証

していく必要がある。 

厚生労働行政推進調査事業補助金  政策科学総合研究事業（政策科学推進研究事業） 

「高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施推進及び効果検証のための研究」 

分担研究報告書 
 

高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施の事業検証 

重症化予防事業糖尿病受診勧奨対象者の特徴 

 

研究分担者 樺山 舞 （大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻） 

研究協力者 Li Yaya （同上） 

 赤木 優也 （同上） 
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CC．．研研究究結結果果  

分分析析 11::受診勧奨対象者と非対象者（一体的実施

の他事業対象者）の比較（表１） 

 KDB ツール抽出基準による受診勧奨対象とな

った者（HbA1c≧8.0%、かつ糖尿病の薬剤処方な

し）は、471 名であった。対象者は、非対象者

と比較して年齢が低く、女性が多く、BMI、血糖、

血圧、脂質が有意に高く認められた。一方で、

血清クレアチニンは低く、eGFR は高かった。ま

た、後期高齢者問診票項目では、受診勧奨対象

者の方が、主観的健康感、生活満足度は有意に

高く、口腔機能や体重減少、歩行速度等の身体

機能、認知機能、そして外出やソーシャルサポ

ートに関する項目において、より良好な状態の

回答割合が高く認められた。喫煙については、

吸っている人の割合が対象者に高く認められ

た。 

表 1.受診勧奨事業対象者の特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分分析析 22：①糖尿病該当者における、受診勧奨対

象者と非対象者の比較（表 2） 

R2～R3 年の両年度にデータがあるケースから、

糖尿病者（HbA1c≧6.5%、または、糖尿病の薬剤

処方あり）を抽出したところ、294,651 名が該

当した。その内、HbA1c≧8.0%、かつ糖尿病の薬

剤処方なし（KDB ツール基準による受診勧奨対

象者）は 461 人、HbA1c＜8.0%、または糖尿病の

薬剤処方あり(KDB ツール基準による受診勧奨

非該当者)は 294,190 人であった。両群を比較

した結果は表 2 の通りであった。受診勧奨対象

者の方が、年齢は有意に低かった。測定・検査

値結果では、血圧、脂質、血糖が対象者におい

て有意に高かった。また、血清クレアチニンは

低く、eGFR は高く認められた。後期高齢者質問

票においては、両群に差はなく、体重減少の項

目のみ、非対象者群に高い割合で認められた。 

 

②受診勧奨対象者・非対象者別の R2・R3 年度健

診結果（表 3） 

 受診勧奨対象・非対象者別に、R2、3年度の健

診結果を検討した結果、R3 年度データにおいて、

両群の特徴はR2年度とほぼ同様であった。 

 

③R2 年度受診勧奨対象者の翌年度糖尿病薬 

処方有無別の健診結果（表 4） 

受診勧奨対象者の翌年（R3 年度）の処方有無

別に、健診結果を比較した結果を表4に示した。

分析の結果、処方有群の方が、BMI が有意に高

かったが、それ以外の結果に差は認められなか

った。 
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表 2．受診勧奨対象者の特徴（R2 年度糖尿病該

当者における比較） 

 

 

表 3．受診勧奨対象者・非対象者別の R2・R3 年

度健診結果 

 

 

 

 

 

表 4．R2 年度受診勧奨対象者の翌年度糖尿病薬 

処方有無別の健診結果 

 

DD．．考考察察  

    本検討における受診勧奨対象者は、KDB ツー

ルによる基準において、受診勧奨対象に該当し

た HbA1c≧8.0%の者であることから、血圧、血

糖、脂質の生活習慣病関連項目の測定・検査値

は非対象者（一体的事業の他事業対象者）と比

較して高い結果であった。eGFR については、む

しろ高い値を示したが、これは腎臓におけるハ

イパーフィルトレーションの影響や、非対象者

群の方がより高年齢であること等が原因とし

て推察される。今後、経年変化を検証してく必

要があると考えられた。非対象者との比較にお

いて、後期高齢者問診票の項目から、主観的健

康感、生活満足度、心身機能等の回答が対象者

において高いという特徴が認められた。後期高

齢という年代において、HbA1c≧8.0%かつ未受

診（糖尿病の薬剤処方なし）である者は、自覚

症状としての健康状態が良好に保たれた状態

にある者が多い状況が推察された。また、糖尿

病者を抽出して、対象者と非対象者の検査値を

2 年分比較したところ、特徴に変化は認められ

なかった（表 3）。翌年の糖尿病薬処方有無の比

較において、血糖の検査値に差が認められなか

ったことから（表 4）、受診勧奨により受診を開

始した時期と、翌年の健診時期が詳細に把握で

きていないことによるデータ上の限界が、本結

果に影響した可能性が考えられた。今後、R4 年
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度データを使用し、さらなる経年変化を分析す

ることで事業効果が明らかになるだろう。 

EE．．結結論論  

後期高齢者における重症化予防事業糖尿病

受診勧奨対象者では、後期高齢者問診票から、

主観的健康感、生活満足度、心身機能等の回答

が非対象者（他の一体的事業対象者）と比較し

て高いという特徴が認められた。また、翌年の

検査データの推移および R3 年の糖尿薬の処方

有無の比較では、結果に差が認められなかった

ことから、今後のさらなる経年変化の検証が求

められるといえた。 

 

FF．．健健康康危危険険情情報報    

該当なし 
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別・年代別検討．第 82 回日本公衆衛生学会総会．

2023 年 10 月 31 日－11 月 2 日．つくば市  
11. 藤原菜摘，赤木優也，Li Yaya，西田芽生，吉田

寛子, Shi Liyu，神出 計，木戸倫子，，樺樺山山 舞舞.. 
地域在住高齢者のフレイル認知度と関連要因の

検討．第 82 回日本公衆衛生学会総会．2023 年

10 月 31 日－11 月 2 日．つくば市  

12. Li Y, Kido M, Fujiwara, N Akagi Y, Yoshida H, 
Nishida M, Kamide K, KKaabbaayyaammaa  MM..  The 
association of diversified diets with frailty 
based on social participation．第 82 回日本公

衆衛生学会総会．2023 年 10 月 31 日－11 月 2
日．つくば市  

13. Li Yaya，赤木優也，藤原菜摘，西田芽生，吉田

寛子,神出 計,木戸倫子，樺樺山山  舞舞..  高齢者の

フレイルに対する社会参加とバランスのとれた

食事の交互作用の年代・男女別の検討（示説）．

第 18 回日本応用老年学会大会．2023 年 10 月

28 日―29 日．豊中市 
14. 松本清明，権藤恭之，安元佐織，，樺樺山山  舞舞，，神出 

計，池邉一典，増井幸恵，石崎達郎.  高齢者の

SC の分類による地域差の検討：SONIC 調査第

三波を用いて（ポスター発表）．第 18 回日本応

用老年学会大会．2023 年 10 月 28 日―29 日．

豊中市 
15. 富永優里，木戸倫子，赤木優也，Li Yaya，藤原

菜摘，西田芽生，神出 計，樺樺山山  舞舞.. 地域在

住高齢者における生活満足度に関連する要因の

検討：孤独感とソーシャルサポートの観点より．

第 18 回日本応用老年学会大会．2023 年 10 月

28 日―29 日．豊中市 
16. 藤原菜摘，赤木優也，Li Yaya, 吉田寛子, 西田

芽生，神出 計，木戸倫子, 樺樺山山  舞舞..  フレイ

ル認知度とインターネット利用に社会参加が及

ぼす影響：年代別検討．第 18 回日本応用老年学
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会大会．2023 年 10 月 28 日―29 日．吹田市（大

阪大学豊中キャンパス大阪大学会館） 
17. Shi L，Kido M、Godai K，Li Y，Akagi Y，Wada 

A ， Tabara Y ， Kamide K ，， KKaabbaayyaammaa  MM  

Associations between nocturia and GS among 
community elders．第 18 回日本応用老年学会

大会．2023 年 10 月 28 日―29 日．豊中市 
18. 木戸倫子，赤木優也，権藤恭之，呉代華容, Li 

Yaya，赤坂 憲，安元佐織，増井幸恵，石崎達

郎，樺樺山山  舞舞，神出 計. 地域在住高齢者にお

ける地域別にみた受動喫煙と認知機能の関連の

検討（SONIC 研究）．第 18 回日本応用老年学会

大会．2023 年 10 月 28 日―29 日．豊中市 
19. 西田芽生，木戸倫子，藤原菜摘，Li Yaya，赤木

優也，神出 計，，樺樺山山  舞舞..  社会参加活動に対

する思いの属性比較：肯定的・否定的観点より．

第 18 回日本応用老年学会大会．2023 年 10 月

28 日―29 日．豊中市 
20. 上田和美，高阪貫之，吉本美枝，福岡智子，小澤

純子，松本香織，東万紀子，神出 計，樺樺山山  舞舞，，

池邉一典. 多職種連携による健康寿命延伸に

向けた高齢者の保健事業と介護予防の一体的実

施の実際．日本歯科衛生学会第 18 回学術大会．

2023 年 9 月 17 日～18 日．静岡 
21. 吉田寛子，赤木優也，木戸倫子，呉代華容，赤坂 

憲，山本浩一，樂木宏実，樺樺山山  舞舞，，神出 計. 
地域在住高齢者における食塩摂取量と高血圧の

関連、年齢階級・フレイル有無別の検討―

SONIC研究．第 45回日本高血圧学会総会．2023
年 9 月 15 日―17 日．大阪国際会議場 

22. 大畑裕可，呉代華容，樺樺山山  舞舞，和田ありさ，木

戸倫子，浅山 敬，大久保孝義，樂木宏実，田原

康玄，神出 計. 地域在住高齢者におけるフレ

イル分類別の家庭血圧値、季節変動．第 45 回日

本高血圧学会総会．2023 年 9 月 15 日―17 日．

大阪国際会議場 
23. 八田 薫，呉代華容，樺樺山山  舞舞，木戸倫子，赤坂 

憲，山本浩一，樂木宏実，神出 計. 地域在住

高齢者における降圧剤処方別 3 群の認知機能に

与える影響の検討．第 45 回日本高血圧学会総会．

2023 年 9 月 15 日―17 日．大阪国際会議場 
24. 長野正弘，樺樺山山  舞舞，大畑裕可，木戸倫子、樂木

宏実，神出 計. 行動制限のない COVID-１９

流行下における後期高齢者の身体指標・機能の

変化．第 65 回日本老年医学会 2023 年 6 月 18
日．横浜 

25. 横山優夏，呉代華容，樺樺山山  舞舞，木戸倫子，畑中

裕美，向井咲乃，和田ありさ、菊池 健，百々孝

之，神出 計. 新型コロナウイルス感染症拡大

防止対策のために地域在住高齢者の介護予防活

動自粛によって生じた身体機能の変化について

の検討．第 65 回日本老年医学会 2023 年 6 月

18 日．横浜 
26. 木戸倫子，赤木優也，権藤恭之，呉代華容，赤坂 

憲，安元佐織，増井幸恵，石崎達郎，樺樺山山  舞舞，

神出 計. 地域在住高齢者における受動喫煙

と認知機能の関連の検討（SONIC 研究）．第 65
回日本老年医学会 2023 年 6 月 17 日．横浜 

27. 矢野朋子、村上尚子，高井悠花，中村千賀，森岡

千尋，方 聞，奈古由美子、呉代華容，樺樺山山  舞舞，

神出 計. 在宅医療受療中高齢者の血清アル

ブミン値減少と 2 年後生命予後との関連．第 65
回日本老年医学会 2023 年 6 月 17 日．横浜 

28. 森岡千尋，村上尚子，高井悠花，方 聞，中村千

賀，矢野朋子、奈古由美子，呉代華容，樺樺山山  舞舞，

神出 計. 在宅医療受療者における食事形態

の実態と老年症候群との関連―OCARE 研究―．

第 65 回日本老年医学会 2023 年 6 月 17 日．

横浜 
29. 方 聞，呉代華容，樺樺山山  舞舞，関口敏彰，赤木優

也，赤坂 憲，権藤恭之，新井康通、石崎達郎，

神出 計. 後期高齢者・超高齢謝のサルコペニ

アに関連する年代別血清要因の検討．第 65 回日

本老年医学会 2023 年 6 月 17 日．横浜 
30. 金城理子，呉代華容，樺樺山山  舞舞，，赤坂 憲，増井

幸恵，池邉一典，石崎達郎、権藤恭之，樂木宏実，

神出 計. 地域在住高齢者における認知機能、

フレイル指標、生活習慣病有所見率における居

住地域の関連性 . 第 65 回日本老年医学会 

2023 年 6 月 16 日．横浜 
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31. 藤原菜摘，Li Yaya，呉代華容，木木戸戸倫倫子子，神出 

計，樺樺山山  舞舞.. コロナ禍における高齢者の外出

行動の地域差の検討．第 65 回日本老年医学会 

2023 年 6 月 16 日．横浜 
32. 八田 薫，呉代華容，樺樺山山  舞舞，赤坂 憲，権藤

恭之，増井幸恵，新井康通，石崎達郎，樂木宏実，

神出 計. 地域在住高齢者における降圧薬の

処方動向に関する調査．第 65 回日本老年医学会 

2023 年 6 月 16 日．横浜 
33. 赤木優也，樺樺山山  舞舞，玉谷実智夫，冨田 純，滝

内 伸，山本浩一，杉本 研，樂木宏実，神出 

計. 飲酒習慣のある男性高血圧患者に対する

保健指導の長期的効果の検討―ランダム化比較

試験（OSAKE 研究）―．第 58 回循環器病予防

学会．2023 年 6 月 3 日 鹿児島 
34. 久保心櫻，辻本美香，北川温子，呉代華容、神出 

計，樺樺山山  舞舞.. 非肥満者における循環器疾患危

険因子の保有が脳血管疾患および虚血性疾患の

新規発症に及ぼす影響―肥満者との比較検討―．

第 58 回循環器病予防学会．2023 年 6 月 3 日 

鹿児島 
35. 樺樺山山  舞舞 多職種連携による地域住民の循環器

疾患予防．療養指導士：現在から未来へ（パネル

ディスカッション）．第 58 回循環器病予防学会．

2023 年 6 月 4 日 鹿児島 
 
 【講演等】 

1. 樺樺山山  舞舞  講演．高齢者の保健事業と介護予防

事業の一体的実施の意義．令和５年度高齢者の

保健事業と介護予防の一体的な実施のための近

畿厚生局管内府県・広域連合担当者意見交換会.
主催：近畿厚生局健康福祉部地域包括ケア推進

課．2023 年 2 月 26 日．オンライン． 
2. 樺樺山山  舞舞  講演．高齢者の保健事業と介護予防

の一体的実施について～一体的実施の意義と

PDCA による効果的な事業展開に向けて～．主

催：群馬県国民健康保険団体連合会．2023 年 2
月 7 日．オンライン． 

3. 樺樺山山  舞舞 講演．一体的実施の PDCA による効

果的な事業展開．令和 5 年度高齢者の保健事業

と介護予防等の一体的な実施に関する研修会

（第 2 回）：主催：愛知県健康医務部国民健康保

険課．2024 年 1 月 24 日．オンライン．  
4. 樺樺山山  舞舞 講演．高血圧を抱える住民への保健

指導について 保健師ならこれだけは知ってお

きたい！～高血圧保健指導実践編～．令和 5 年

度高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事

業研修会「高血圧を抱える住民への支援」につ

いて：主催堺市健康福祉局福祉部．2023 年 12
月 19 日．堺市． 

5. 樺樺山山  舞舞 講演．健康状態不明者の保健事業の

ポイントと考え方 一体的実施の意義・効果的

な保健事業推進に向けて．令和 5 年度高齢者の

保健事業セミナー．山口県国民健康保険団体連

合会および山口県後期高齢者医療広域連合共催．

2023 年 12 月 15 日．山口県山口市．12 月 15
日． 

6. 樺樺山山  舞舞 講演．フレイル予防における PDCA
に沿った事業展開について．令和 5 年度高齢者

の保健事業と介護予防の一体的実施にかかるセ

ミナー．主催：宮崎県国民健康保険団体連合会．

2023 年 12 月 8 日．オンライン． 
7. 樺樺山山  舞舞 講演 健康状態不明者の状態把握と

支援．令和 5 年度高齢者の保健事業に関わる医

療専門職の人材育成研修事業．主催：東京都健

康長寿センター研究所．2023 年 11 月 30 日およ

び 12 月 7 日．オンライン．  
8. 樺樺山山  舞舞  講演．講義 1「2040 年に向けた保健

師活動」～データ活用の意義～、講義 2「今こそ

地区診断・事業評価」．令和 5 年度保健師中堅期

研修「公衆衛生看護研修」．主催：大阪府健康医

療部健康医療総務課．2023 年 10 月 30 日．  
9. 樺樺山山  舞舞 講演．健康長寿の秘訣、社会参加．船

場地区箕面市立涯学習センター秋の生涯学習講

座「健康長寿を実現するためには．2023 年 9 月

12 日．箕面市．  
10. 樺樺山山  舞舞 座長・コーディネーター．市町村好

事例の取組み報告．令和 5 年度高齢者の保健事

業セミナー 主催：大阪府後期高齢者医療広域

連合．2023 年 8 月 30 日.大阪市 
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11. 樺樺山山  舞舞 講演．アルコールに関する保健指導．

令和 5 年度特定健診・特定保健指導実践者育成

研修会 主催：滋賀県健康づくり財団．2023 年

8 月 9 日．オンライン．  
12. 樺樺山山  舞舞  講演．特定保健指導をふりかえる．

令和5年度第1回ヘルスサポート研修会 主催：

三重県国民健康保険連合会．2023 年 8 月 8 日．

オンライン．  
13. 樺樺山山  舞舞  講演．シニア世代のこころの健康．

令和 5 年度介護予防推進員スキルアップ研修 

主催：吹田市福祉部．2023 年 7 月 3 日．吹田市． 
14. 樺樺山山  舞舞  講演．健康長寿の秘訣．公益財団法

人兵庫県阪神シニアカレッジ．2023年5月18

日．宝塚市． 

 
HH．．知知的的財財産産権権のの出出願願・・登登録録状状況況  

１．特許取得  
該当なし 

２．実用新案登録 

該当なし  
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